
政策 6 身近な緑と遊びの空間

政策 6 身近な緑と遊びの空間

緑化樹や花苗の配布、街路樹の維持管
理による市街地緑化の推進。

想定される主な取り組み
・既存の公園・緑地を適切に管理するため、市民参加による公園等の維持管理
等のあり方を検討するとともに既存公園のリニューアルについて、市民参加によ
る整備を検討する。

施策概要
公園や花壇の維持管理、市民主体によ
る利活用などの推進。

施策19 特徴を生かした都市緑化の推進

施策20 公園・緑地の整備と管理運営

身近なみどりに対する愛着や満足度を高めるため、都市緑化（アドプト活動参加など）に関わる市民団体を増やすなど市
街地の緑の減少を抑えます。

第２期実施計画における総評

施策における目標

想定される主な取り組み
・アドプト活動により住環境に配慮した身近な緑花を推進する。
・花とみどりの街角表彰や講習会等を行い、市民の緑花意識を高める。
・箕面駅前や府道豊中亀岡線等で、地域に即した緑花を推進する。
・街路樹の適正な維持管理等のあり方を検討する。

施策概要

・アドプト制度について積極的に啓発活動を行い、参加団体が増加傾向にあることから、市の公園づくりや管理に対する
市民の参加意識の高まりが今後も期待できる。
・アドプト団体の増加により、市民によって管理が行われている公園数が増加してきた。しかし、団体により、維持管理へ
の意識の差が大きく、今後、維持管理の充実度を高めるため、報償金制度及びアドプト制度の見直しが必要である。
・一人あたりの都市計画公園面積を確保するため、未整備都市計画公園の必要性等を検証し、今後の都市計画事業の
展開を明確にする必要がある。

・「みどりの基本計画」に基づき、各種啓発やアドプト活動など市民による緑化推進が進められてきた結果、市民がみどり
に関わる機会が増え、みどりへの愛着が形成されることから、今後も身近なみどりの豊かさに関する満足度の高まりが
十分期待される。
・「みどりの基本計画」、「みどりのまちづくりヒント集」の策定や、各種啓発、重点緑化などが行われたことにより、市民の
身近なみどりに対する関心は高まりつつある。また、アドプト活動団体に対する公園や緑地、道路などの活動場所の提供
や、花苗、資材等の支給など活動への支援により、市民の主体的な関わりが増えた。
・アドプト活動推進要綱に基づき、公園・緑地等におけるアドプト活動が活性化し、団体数が増加したため、アドプト活動
か所数が増加した。また、要綱・支援方法の改正も含めてより活動しやすい仕組みづくりを検討する必要がある。
・花とみどりの街角表彰については、募集時期が花の時期の後になっていることやPR不足により、応募件数が増加して
いないため、改善が必要である。

施策における目標

第２期実施計画における総評

公園、緑地の管理への市民の関心を高め、市民による管理運営の公園、緑地を増やします。
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